
　Granular/fuzzy astrocyte（GFA）は、元々嗜銀顆粒病（AGD）の扁桃核に認められると報告され
たタウ陽性アストロサイト病変である。タウ陽性アストロサイト病変を整理するために近年提唱され
た分類において、GFAは加齢に関連し疾患特異性は乏しい病変の一つとして分類された。しかし、そ
の病態意義についての検討は十分行われていない。
　本研究ではタウオパチーの病態におけるGFAの意義を明らかにするために、AGD26例、進行性核
上性麻痺（PSP）10例、アルツハイマー病（AD）20例、primary age-related tauopathy（PART）18
例、その他の変性疾患31例の前頭葉皮質、尾状核、被殻、扁桃核のGFAについて、（１）分布パター
ン、（２）形成に関係する因子、（３）免疫染色性の特徴を検討した。
　GFAの出現頻度が最も高い部位は、AGDでは扁桃核（100%）、PSPでは尾状核、被殻、扁桃核
（各100%）、ADでは被殻（35%）、PARTでは扁桃核（35%）であった。全105例を対象にした多変
量解析では、GFA形成に有意に関係する因子は前頭葉と線条体ではPSP、扁桃核ではAGDステージ
であり、年齢とAD病変のステージは全ての部位で有意な因子ではなかった。GFA量と相関するAGD
ステージで対象を層化した検討では、AGDの進行と共にGFAのタウの過剰リン酸化、嗜銀性突起形
成、オートファジーの活性化が認められた。これらの結果からGFAは疾患ごとに特徴的な分布を呈
し、その評価は背景病理の予測に有用と考えられた。
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